
158

｢ことばの問題｣解決に関する一考察

-Johnson, W.の立場に基づく検討-

池　　山　　和　　子

Study on也e Solution of a "Speech Problem"

-Discussion based on the view in Johnson, W.-

Kazuko Ikeyama

は　じ　め　に

従来Speech therapyあるいはSpeech Pathologyと呼ばれてきた領域には, 3つの異なる立

場がある1'｡この3つのうち, Johnson, W.が1967年に授唱している｢ことばの問題｣ (Speech

Problem)という考え方2)は, ｢児童学は,児童をつつむものとの関係において児童をとらえ, -

(略) ･-児童の幸福を増進するために人間関係を調整しうる技術的性質を,うちにはらむものでな

ければならない｣3)とする立場と共通性をとらえることができる｡本稿はこのJohnsonの考え方を

足がかりとして,実際に筆者が｢ことばの問題｣の解決に向かってかかわってきた臨床事例を検討

し,今後の問題解決のための方向と方法に洞察を得る目的でまとめたものである｡

I. Johnson, W.の立場4)

くことばの問題(Speech Problem))

Johnsonが1967年に授唱している｢ことばの問題｣という考え方は次のようにとらえられる｡

1.ことばの問題はある子ども(話し手)の話しことばに,ある聞き手が批判的な,不安な,ある

いは困ったことだという気持をもって注意を向けた時に始まる｡これは聞き手が話しの内容よ

りも話し方の方に気をとられ話の内容が耳にはいらないような場合に始まるといってもよい｡

このような状態が続く間は｢ことばの問題｣が存続している｡

2.ことばの問題は次の3つの要素から成る｡

⑤子ども(話し手)の話しことばがどのような特徴を有しているのかということ｡

⑧聞き手が第1の要素である子どもの話しことばに対しどのように感じどのように反応するの

かということ｡子どもの話しことばを｢悪い｣ ｢おかしな｣ ｢異常な｣ものであるといったマイ

ナスの評価を下し,その評価に基づいてその子どもに反応している聞き手は全て｢問題｣の1

構成員である｡

⑧話し手が第1の要素である自分自身の話しことばおよび第2の要素である聞き手の反応に対

し,どのように感じ行動するのかということ｡
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3.ことばの問題の解決とは,話し手と聞き手とのコミュニケーション関係を改善していくこと

であり,即ち関係の両端にある話し手および聞き手がコミュニケーションのためのより良い手

段をそれぞれ獲得してお互いに生活をうまくともにしていけるようになること,である｡

Johnsonのこの考え方は, Darley, F. L.6)に代表される立場,およびVan Riper, C.6　に代

表される立場と次の点で異なっていると考えられる｡即ち｢ことばの問題｣の解決という立場をと

った場合,

⑤ことばの特徴の変化は,話し手一聞き手間のコミュニケーション関係の改善に位置づいた変化

であることが必要とされる｡実際のコミュニケーション活動そのものと切り離してことばの特徴の

みに焦点をあてて基準を設け,その基準に基づいて変化させることをしない｡

②話し手一聞き手間のコミュニケ-ション関係の改善には話し手のことばの特徴の変化のみ起こ

っているのではなく,話し手の心理的要因及び聞き手の反応の仕方の変化が平行して成起していな

ければならないと考える｡

表1　｢ことばの問題｣の成立から解決への過程
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に動かしていること｡
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子どもを分類範ちゅうにあてはめ馬鹿にして非難す
る｡

※この表は,現在に言えることを該当する場所にあてはめていったもので,表としては全く不完全なも
のであり,今後加筆修正が加えられ完全なものへ近づけていくことが必要である0

経過一解決問の波線には,各々の言語障害の種類に応じた特別な手続き(Jhonsnon 3章以下)が問
題の解決に至るまでに含まれることを意味している｡

問題の解決を計るにあたって問題を構成している3つの要素が互いにどのような関係を有してい

るのかということを知ることが重要であるが,この点についてJohnson7ではまだ明確にされていな

いJohnson8)には,聞き手が話しことばに｢吃りである｣というマイナスの評価を下した場合その下

された子どもの話しことばは望ましくない特徴を強める関係があるということが指摘されている｡

(｢ことばの問題｣の過程)

｢ことばの問題｣の成立から解決までどのような経過を経るのかJohnsonの記述の中からとら

えられることを見易いように整理したのが表1である｡この表に書き挙げた内容は子どもの話しこ
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とはの特徴,あるいは話しことば以外のその子どもの特徴と関わりなくほぼ全ての｢ことばの問題｣

に共通していると思われる事柄である｡

表1にみられるように問題解決-の経過は第1段階が｢子どものおしゃべりの量が増えること,

子どもがおしゃべりを楽しむようになること｣とされている｡　聞き手9)-経過欄に書かれているこ

との多くはこの第1段階を達成するために効果をもつものである｡

く問題の解決のための方法)

Johnsonが述べている｢ことばの問題｣の解決-の経過および解決-向けて臨床家に要求される

行為(ふるまい)紘,基本的には臨床事例あるいは実際の生活の中でとらえられる事実から導き出

しているものである｡理論や学説から導き出される仮説をたててそれを検証していくのではなく,

存在する事実をよく説明しうる理論,学説を求め,それをあとから事実にあてはめて説明していく

という方法をとっている｡理論的,法則的根拠が明白にされていない部分は多い｡

おしゃべり量の増加をはかることについては,担任教師が民主的リ-ダ-となって民主的な学級

経営をし民主的な雰気園を作ることが有効であることをIowa大学における　Lippitt, R. R.の研

究によって裏づけている｡

ことばの特徴の変化をもたらす手段については,主に一般に乳幼児が生後言語を獲得するに至る

までの生活(母子相互行動)の中で起こっている事実と対照させて考えられている｡一般的な乳幼

児の言語習得の過程は,学習理論のうちMowrer学説とSkinnerのオペラント条件づけ理論の

2つを組み合わせることによって説明できると述べている｡すなわち,臨床家は,子どもが容易に

まねできるような(現在子どもの出している発声とあまり違わない)ことばを快い体験と結びつけ

てくり返し子どもにことばかけをすることによって,子どもが成人のことばに近い声を出そうとし

てくり返し発声をするようにしむけ,更に,子どもの発声の中で成人のことばにより近づいたもの

を強化していくことが必要であると述べている｡また子どものことばに対してある時期,たくさん

の罰とか負の強化を与えることは,子どものことばに惑い影響を及ぼすと述べている｡

ⅠⅠ.事例による検討

表2,表3,表4は, 3つの事例について, ｢ことばの問題｣ (3つの要素にあたるもの)の変遷が

できる限りとらえられるように臨床記録の一部をとり出して表にしたものである｡第3の要素であ

る,話し手自身が,自分の話しことばや自分の話しことばに対する聞き手の反応をどう感じている

のかという子どもの気持は,年令が低い場合子どもの口からことばとして聞くことは難しい｡母親

の情報を合わせ考えながら臨床場面での子どもの様子から判断するが,今までのところ臨床家が直

観的にとらえたものであり,表には特に書かなかった｡母親からの情報には,母親自身の気持を示

すものと,子どもの様子についての情報(母親の目を通したもの)の2つの内容が含まれている｡

(ことばの問題)

表2,表3,表4の母親からの情報欄の冒頭に記入してあるのが,第1回目の臨床面按の最初に
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臨床家が尋ねた｢今一番お困りのことは何ですか?｣あるいは｢今一番気になっていることは何で

すか?｣という質問に対する母親の答えである｡事例A,事例B,事例Cそれぞれに｢できない｣

｢遅い｣ ｢言えない,わからない｣という言い方で,子どものことばをとらえている｡共通して子ど

ものことばが｢困った｣ものである,心配だという気持をもち｢ことばの問題｣が成立している｡

子どものことばが困ったものであると考えている点では共通しているが,その困り方は事例A,

事例B,事例Cで異なっている｡事例Aでは,母親は心配,不安な気持はあってもその気持の内容

はすぐに的確にことばで表現するまでに意識化されていなかったと判断される｡事例Bでは子ども

の話しことばに関して母親なりの｢3才になったらなんでもしゃべれるはずだ｣という基準をもっ

ていて,それにあてはめ｢遅い｣という評価を下している｡事例Cの母親は,生活の中で起こって

いることをそのまま描写的に表現している｡このような母親における違いは,子どもの話しことば

の特徴の違いによって生じたものとは考えられない｡

聞き手によって,同じ子どもの同じことばの特徴であっても,認識の仕方や評価の仕方が異な

る｡例えば,事例Aにおいて臨床家が(臨床場面で)とらえた子どものことばの特徴の変化を同時

にその場にいた母親は認識しなかったことがある｡第7回目の臨床場面で子どもはしゃべりたいこ

とが頭にひしめいている様子と平行してことばの出だしの単音をくり返して言うことがみられた｡

母親はその時その場にいてその特徴には何の注意も払わなかった｡母親は1カ月後にその,ことば

の出だしをくり返すという特徴に｢10日前から吃り始めた｣と批判的な注意を向けながら,臨床家

の問いに対して｢(第7回目の臨床時とほぼ同時期の)集まりの時は吃っていなかった｣また｢近所

の人は昨年から吃っていたと言う｣と述べている｡事例Bでは,子どものことばを｢祖父母は心配

ないと言うが自分としては心配だ｣という母親の情報がある｡

母親の予どもの話しことば-の不安が,聞き手である母親や,子ども自身ではない,別のものとの

関係で成起していることがある｡事例Bでは母親は子どものことばの特徴の変化を臨床家とほぼ一

致してとらえている｡母親は,子どものことばが望ましい方向-変化していることをとらえ,その成

長していることを喜んでいる｡だが同時に子どものことばに対する批判的な気持,不安は続く｡こ

の気持は｢兄と同じ幼稚園-はいることができるだろうか,入園したとしてもその後その幼稚園の

方針に他の子どもたちのようについていけるだろうか｡｣というものである｡ここでは母親という聞

き手の子どものことばに対する反応を批判的にさせ続けているものとして一方に｢幼稚園のあり方｣

-の不安がある｡事例CではCの通っている幼稚園の担任の先生自身がCのことばは保育には差し

つかえないと述べている｡子どものことばはBよりCの方が望ましい状態にあるわけではない｡幼

稚園のあり方が｢どのような子どもも受け入れて育てる配慮をする｣ものであれば,そのことがは

っきりしていれば母親の子どものことばに対する気持は現在とは異なったものになると思われる｡

以上の点は,聞き手の反応は必Lも子どものことばの特徴そのものに即した子どもにとっても正

当なものであるとは限らないということを示している｡これは即ち聞き手一話し手間のコミュニケ

ーション関係が子どものことばの特徴だけに規定され切っているものではないことを意味してい
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る｡現事例からは聞き手の反応にかかわってくるものとして,聞き手の認識の仕方, (聞き手が無

意識にあるいは意識して持っている)評価基準,母親が入れたいと希望している幼稚園のあり方が

挙げられる｡

(問題解決-の経過)

(1)事例Å,事例B,事例Cともに臨床場面でおしゃべり量の増加がみられ,また母親から｢よ

くおしゃべりするようになった｣という報告を受けている｡これはJohnsonのいう治療の第1段

階を経過していると考えられる｡

おしゃべり量の増加のもたらされた経過は事例および事例Cでは回を追って比較的漸進的な変化

であった｡臨床家は初回からその子なりに充分おしゃべりできるような状沢,場面(雰囲気)を作

ろうとして随時子どもに働らきかけ,できるだけその時の子どもの様子をとらえてその様子から更

に臨床家自身の働きかけや場面を子どもがよりしゃべり易くなるものに変えようとして次々にふる

まった｡子どものおしゃべり量の増加はそのような一連の臨床場面の積み重ねによる結果であると

考えられる｡しかし事例Aおよび事例Bの記録はそのような連続的な場面,状況の積み重ね,そこ

での一つ一つの臨床家および子どものふるまい方を詳しく分析するためには不充分なものである｡

比覇的はっきりしていることとして事例Aで母親からの情報であるが｢子どもどうLではよく話す｣

ということ,および事例Cで｢遊びが停滞してくると黙りがちになる｣という臨床所見記録がある｡

事例Bでは,第1回目から第3回目の臨床場面の途中まで臨床場面では殆ど声を出さなかった｡

第3回目の臨床場面の途中遊びが変えられ,それと同時におしゃべり量が急激に増えた｡次回から

臨床場面でもおしゃべりするようになり,その時母親からも｢1人遊びの時におしゃべりをするよう

になった｡兄のことばをまねてくり返すようになった｣という報告を受けた｡この例では変化が急

激なものであったのでその経過が比較的わかり易いがほぼ次のようなものである(表3)｡初めは,

例えば臨床家が人形,ままごとの道具を用意して｢パンダちゃんにごちそう作ってあげて｣という

と嬉しそうにままごと道具を使い始めたり,臨床家が人形に食べさせるまねをすると,しばらくして

自分でも粘土を人形の口にあてて食べさせるまねをするというように臨床家の設定した場面に応じ

てふるまったり,粘土があるとそれを自分でまるめたり細長くしたものをいくつかくっつけて複雑

な形を作ったりして楽しんでいたが,遊びながら殆ど声を出さずその間臨床家が1人でしゃべって

いた｡遊びが停滞しそうになった場合,そのたびに臨床家が場面を展開させ子どもはそれに応じて

行動し,それはそれなりに楽しんでいる様子が感じられた｡途中,臨床家が母親と話をしていると,

子どもは1人で声を出して遊んでいることがあった｡連結皐をひっぼりながら｢ポッポ｣とはっき

りした声を出したことがあった｡しかし臨床家が子どもの遊びに加わるとおしゃべりしなくなり,

連結皐を子どもが引いている時傍から｢シュシュポッポ｣と声をかけて誘っても声は出さなかっ

た｡そこでこのような状況を変えるために臨床家の方で意図的に,それまで臨床家が設定しながら

続いてきた遊びの流れと一切関わりなく,子どもがその時その場でしている行動を臨床家がなぞる

(まねる)ということをしてみた｡それに気づいた子どもが喜こんだので臨床家は子どもの行動を
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なぞることを続けた｡お互いに対手の行動を見ながら,臨床家は子どもの行動をなぞり,それが互

いに近くにある物を目の前にかかべて見せあう遊びになり双方ともにその行動に声が添えられ,物

を見せあいながら声をかけあうという遊びに発展した｡子どもはこの遊びをとても楽しみ,遊びの

中で臨床家に向かって声をかけることでおしゃべり量が急に増える結果になった10)｡

おしゃべり量の増加に至る具体的な経過は事例A,事例Cと事例Bとではかなり異なっていた｡

おしゃべり量が増えている場面で事例A,事例B,事例Cともに共通していたと思われるのは子ど

もはたい-ん楽しんでいたということである｡

(2)事例Å,事例B,事例Cともに臨床家の言ったことばを子どもがすぐにまねしてくり返し,

日本語としてある程度それらしく聞こえるということが何回かあった｡臨床家の発した聴覚的刺激

を子どもがとらえ,まねしてより成人のことばに近いことばを出すという点で, Johnsonの述べて

いる臨床的技術としての聴覚的刺激てるいは聴覚的訓練として役立っていたものと思われる｡この

子どもが臨床家の言ったことをくり返して言うという行動は,臨床家がその時子どもが注意を向け

ている物(子どもが自分でひっはり出してめくっている絵カ-ド,動かしている人形,臨床家の描

くのを見ている絵など)の名前を聞かせる目的で,声をかけている時に起こった｡臨床家は必Lも

子どもがくり返すことを期待していたのではなく,子どもに｢まねしてどらん｣といった指示は一

切していない｡子どもは全く自発的にくり返した｡子どもがくり返して言った時には,臨床家は

｢ウン｣ ｢ソク｣と言ったり,うなづいたり,またもう一度臨床家が同じことはをくり返してあいづ

ちを打った｡ ｢ことばを言ったこと｣そのものを,ことばあるいは他の動作で｢嘗める｣というこ

とはしなかった｡その物から子どもの興味がそれればそれを止めた｡子どもがその時までにどのよ

うにして臨床家のことばをくり返すようになったのか,また事例A,事例Bでは臨床を重ねること

によってことば全体の明瞭度があがるという結果があるが,そのような日本語音の成熟に対してこ

れらのくり返しがどのようにつながっていったのか,これらの点に関してはやはり記録の仕方が不

充分で詳細に検討することはできない｡くり返された｢ことば｣は研究室にある物に限られている

が,系統的に語音を習得するように用意されたものでなくその場その場の子どもの興味に応じた任

意なことばかけである｡

(問題解決のための方法)

現在,おしゃべり量の増加と,子どもが臨床家の発した聴覚的刺激をまねてくり返すことについ

て次の点があげられる｡

(1)おしゃべり量の増加について

事例Bで臨床家が子どもの行動をなぞる(まねる)行動11'がきっかけとなって子どものおしゃべ

り量が増加した｡この経過をたどると, ｢臨床家が子どもの行動をなぞる｣こととおしゃべり量の

増加に短絡的につながっていたのではなく,その｢なぞる行為｣によってその状況での臨床家と子

どもとの関係が変わり,その変わった関係の中で子どもが行動する時にその行動にことばが(添えら

れ易くなって)添えられ,増えたと考えられる｡この関係の変化を表わす表わし方として松村12'に
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A:子ども　　　　(臨):臨床家
*神戸市湊川多聞小学枚言語治療教室,臨床的な子どもの見方一学級担任の先生のために-

一子どものどもりの問題の理解と正しい指導-

よる"集団指導におけるリーグ-の後割"をあてはめてみる｡すると次のような経過をたどってい

たと言える｡ ⑤遊び状況の展開に関して臨床家が主導的な方向指示の役割を,子どもが内容促進的

な役割を果していた｡-②臨床家が子どもの行動をなぞるとその一瞬遊びの展開に果たす役割が重

なる-⑧子どもが臨床家が自分の行動をなぞっていることに気づいて自分の行動を変え,臨床家が

その行動をなぞると,子どもと臨床家との間の行動に時間的なずれがでてきて実際には子どもが方

向指示,臨床家が内容促進の役割を果たすことになる｡ (ここで行動にことばが添えられ始めたの

だが,ことばを添えることを誘ったのが子どもか臨床家のいずれかについてはっきりしない｡)臨床

家と子どもの持っている物の違いがかけあうことばに少し違いを生ずる｡ (この違いは遊びに変化を

与える｡)-④子どもが違いを自分で作ってみる｡子どもが主導的に遊びを変化させる役割を自発的

にとっていく｡経過③以降は子どもが遊びの展開に関して主導的,方向指示の役割をとっており,

そこでおしゃべり量が増加したという結果になった｡

臨床家の記憶では,事例Å,事例Cについても子どもが遊びを楽しみ,声をよく出している時点

においてほ,子どもの方が臨床家より遊びの展開について主導的役割をとっていたことが多かった

と思われる｡事例Bで,その後の回の臨床場面で子どもはよく声を出しながら,遊びは変わってい

ったが主に子どもが主導的な役割をとることは続いていた｡

(2)聴覚的刺激を子どもなりにそれらしくくり返すことについて

a.子どもは臨床家の言ったことばを逐一くり返しまねているわけではない｡

b.子どもが臨床家の言ったことばをくり返して言う場合は,臨床家が言った時すぐにその場で

くり返している場合と,その場では言わなくても少し時間がたってから同じような状況で臨床家の

言ったことを子どもなりに言ってみる場合がある｡

c. JohnsonのあてはめたMowrerの説によれば,子どもがくり返してまねをするようになる

ためには, ⑤臨床家のかけることば(聴覚的刺激)は子どもがその時言えることばとあまりかけ離

れたものでないこと｡ ⑧そのことばが快よい体験と結びついていること,が必要である｡ここにあ

げた事例で①は結果的にほぼ必要な範囲内のものであったということは考えられる｡しかし⑧につ

いては,臨床家は,そのことばを特に快い体験とか何らかの賞と結びつけはしなかった｡臨床場

面以外のところでそのことばと快い体験とが結びつけられていたとは考えられない｡子どもが聴

覚的刺激をくり返したことについてここではもっと他の要因が働らいていたと考える方が妥当であ

る｡
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義-3　事　　　　　例　　　　　B

母　親　か　ら　の　情　報　　　l　　　　　子　ど　も　の　様　子
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配
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と
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ぼ
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な
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ヽ
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岬
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ヽ
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ら
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｣
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｣
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近所の人にも(1, 2カ月前から)よくしゃべ
るようになったと言われる｡昨年,兄と夏休み
中一緒に遊んだがそのことで変化があった｡歌
はつくりごとの歌ばかり歌っている｡
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を
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と
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｢
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を
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型
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き全体ににごった感じの声であーる｡
｢帰りたいね,汽車さんが迎えに来て
L-　　　　　1　　-~1　　　　　-_一■-､　_　　-ナ　　1　　　　　　11l　ヽ　1　ヽ上..._　　　　　　　　　エr

ヽ
●
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△
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△
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△
チ
は

△
マ
　
,
△
り
ば
O

,
△
イ
△
ホ
と
る

閤
ァ
△
ア
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(臨)がことばで状況を設定すると, Bは,そ
れに沿って行動するがBが次の状況を設定する
ということがない｡殆ど声を出さないが,自分
でも遊びを進めていきそれなりに楽しんでいる
様子｡
(臨)が母と話をしていて, Bの方に気持が向
いていないような時に汽車を動かしながら｢ポ
ッポ｣ということがあった｡
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表現語柔｢ゾー｣
ささやくような息のような声で言う｡あまり声
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積本を一生けんめいお城のように積みあげて母
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つまらなくなる様子｡

とばが言えない, Cが何を言っているのかわ
らない｡　　　♯
もお母さんの言うことがわからないことあ
0

えることばは20-30　ぐらいではないかと恩
○
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母　親　か　ら　の　情　報
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買った器械は｢Gakken Sound Vision｣
よくしゃべるようになった｡
小学校の1年半の親の話を聞くと, Cではつい
ていけないと思う｡
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千鍋なナつl

C:子ども　　　(臨):臨床家

III.まとめと今後の課題

Johnsonの考え方と,事例を対照させた結果次のような点が挙げられる｡

(1) ｢ことばの問題｣の3つの要素のうち,ことばの特徴と聞き手の反応の仕方とは,それぞれ

独自な変化の仕方をする｡ ｢ことばの問題｣も,その解決も,ことばの特徴の変化のみによって得

られるものではない｡子どものことばの特徴の変革を目ざす活動と,聞き手の反応の仕方の変革を

目ざす活動は,その実現の方法も異なると思われ,臨床活動の内容はこの2つを分けてとらえるこ

とができる13)｡

(2)ここでとりあげた3つの事例のうち,事例Aおよび事例Bではことばの明瞭度が上昇しこと

ばの特徴は問題解決の方向-変化していると考えられるが, ｢おしゃべり量の増加｣14'｢成人の言っ
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たことばをくり返して言う｣という経過を経ている｡

(3) ｢おしゃべり量の増加｣をはかるために, ｢臨床家が子どもの行動をなぞる｣ということが契

機として役だった例があった｡この｢子どもの行動をなぞる(まねる)｣という行為のもつ効果,

および,ここではその効果は子どもと臨床家とがそれぞれ遊び(状況)展開に果たす役割の転換で

あったととらえられたが,その子どもの遊び状況展開に果たしている役割とおしゃべり量の関係,

の2つについて今後確かめていくことが必要である｡

(4)ことばの特徴の変革のために,子どもが臨床家の言ったことばをそれらしくくり返すような

聴覚的刺激を与えるという臨床的技術があるが,子どもが｢くり返して言う｣動機づけは必Lもその

ことばが快体験と結びついていてそれを呼び起こすという説だけでは説明しきれない場合がある｡

今後更に多くの臨床事例の経過について変化の過程を詳細に記録し,分析していくことが必要で

ある｡

お茶の水女子大学田口恒夫教授の御指導に深く感謝いたします｡

(註)

1)池山和子(1973)言語治療とは何か一文献と考察-;日本言語障害児教育研究大会｡

2) Johnson, W. et al (1967) Speech Handicapped School Children, Chapter 1, 2; Harper & Row

〔田口恒夫訳,学枚の言語障害児〕｡

3)松村康平(1971)児童臨床学一体系児童学研究p. 15:光生館『児童学は,児童の幸福のための科学で

ある｡ ｢児童の幸福は,児童だけを対象としたのでは,もたらすことができない｡ -』

4) op.cit.

5) Darley, F. L. (1964) Diagnosis and Appnaisal of Communication Disorders; Prentice-Hall.

〔平井他訳(1972)伝達異常の診断と評価,文化科学社〕｡

6) Van Riper, C. (1963) Speech Correction: Principles and methods; Prentice-Hall.

7) op.cit.

8) Johnson, W. (1946) People in Quandaryies ; Harper & Row pp. 446-447 〔関計夫適応と意味論

参照〕

『臨床的な問題,明らかな異常としての吃りは診断される前に起こるものではなく診断されたあと起こる

ものであることがわかった---吃りというのは``吃りである門という診断が異常の原因の1っであるとい

う意味で診断病である｡親が子どものことばを``吃り叩とか``おかしい"とか``正常でない''とか診断を

してたいていはそれをあからさまにあるいはまたはそれとなく表現するのだがそのような両親によって下

された評価は,子どもの意味論的環境の一部となり,子どもはその部分をとり入れ,とり入れたように,

子どももまた自分のことばを``おかしい(defective)" ``分かり憎い" ``受け容れられないものだ''といった

評価を下だし,そして,子どもの話し方は,結果的によりためらいがちの用心深い努力性のものとなってい

く･･･両親は心配すればするほど子どもに〟ゆっくり言いなさい''とかK言い直してどらん''とかK気をつ

けて言いなさい''とか``深呼吸してから言いなさい"などと言って子どもを責めたてる｡そして子どもは

ますます恐れ,落月旦し,ますますためらいがちの気違いじみた努力性の話し方になり,それで親,教師,

その他の人々はもっと心配しもっと強く子どもに``上手に話す''ことを強要し,その結果子ども自身の評

価は更に下がりそして外-表現される言語行動は次第次第に異常なものとなっていく-』

9) ``Speech Handicapped School Childre　というこの著作は養成中の臨床家(Speech Clinician)の他

に普通小学校の普通学級担任教師(養成中の人も含めて)を対象として書かれており担任教師が問題解決
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に果たすことのできる役割や貢献することのできる事柄についてもかなりの紙面をさいている｡子どもの話

しことばの聞き手であるという点では臨床家も担任教師も母親も同じ立場にいる｡担任教師に望まれてい

る内容は担任教師のみが実行すれば他の者が配慮しなくてもよいというものではない｡むしろ子どもの成

長にとって必要なこととして臨床家があたり前に実行している基本的な事柄を担任教師に向かって実行を

促しているのである　Johnsonは｢ことばの問題をもつ子どもあるいは従来障害児と呼ばれてきた子ども

たちの成長にとって好ましい事柄は他の正常と言われてきた子どもたちの成長にとっても同じように好ま

しい事柄である,と主張している｡

10)この遊びは,臨床家と子どもが手元に集めたものの違いが生ずることで,子どもの持っている絵カード

を臨床家があてるという遊びに続いた｡そこで臨床家が子どもの身近にりそうな物の名をいろいろ言い,

子どもがそれを聞いて否定したり肯定したりすることが行なわれた｡これは｢子どもが注意して聞いてい

る時に臨床家が力強い生き生きした正しい発音でことばを聞かせる｣場面として役だつ｡

ll)心理劇には鏡映(mirror)技法といわれる技法がある｡

12)松村康平･他,日本心理劇協会,昭和48年夏期心理劇研修会｡

13)子どもと母親に対しての臨床家による指導が,それぞれ独自なものであることの必要性については浅野,

幸田(S45,言語発達の遅れている子の指導事例,言語障害児教育研究大会)が『母親の問題と子どもの問

題が異なることを認識すべきである』と指摘している｡

14)子どもがことばを覚えていくために,おしゃべりをたくさんすることの必要性については, ``中西他,こ

とばの学習-たくさん話す機会を-お茶の水女子大学田口先生の講演より竹にもまとめられている｡
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○松村康平,児童理解の方法,誠信書房｡

○田口恒夫,言語発達の病理,医学書院｡


